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硫黄架橋イソプレンゴムの硫黄 K 殻 X 線吸収端近傍構造測定を行い、１４０℃に至る

昇温速度によらず、ジスルフィド結合が形成されることを見出した。 

 
Sulfur K-edge XANES measurement was conducted for sulfur cross-linked isoprene rubber 

in order to evaluate a kind of the sulfide linkage. A formation of disulfide linkage was detected 
in the vulcanization regardless of a heating rate to 140 ºC.  
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背景と研究目的： 加硫は現在もゴム製

品製造における重要なプロセスである

[1]。加硫ゴムは構造材料として使用され

ており、ゴムの加硫反応を制御して性能

を改善することは、環境問題、防災問題、

エネルギー問題に直結した重要な課題で

ある。しかし、未だ、加硫の反応機構に

ついては十分には明らかにされていない。

そこで本研究では、硫黄K殻X線吸収端近

傍構造（XANES）測定によりイソプレンゴ

ム（IR）の加硫反応で形成されるスルフ

ィド結合の評価を行なった。 

 

実験： 加硫 IR（S-IR）は、二本ロール

を用いてIRに加硫試薬を混練した後、室

温から 140℃まで昇温させた後、140℃一

定で加熱して厚さ数百マイクロメーター

の薄膜状試料である。硫黄K-殻XANES測定

は、立命館大学SRセンターのBL-10 で分

光結晶 InSb(111)を用いて透過法で行っ

た。エネルギー較正はK2SO4 粉末測定の

Sulfateのピークを 2481.7eVとして行った。

 

 

果および考察： Fig.1 に熱プレス時

 

Fig.1  Variation of energy at peak 
結

間を変量して得たS-IRのS-XANESスペク

トルの吸収端ピークトップのエネルギー

を加熱時間に対して示す。Disulfideおよ

びPolysulfideと示した点線は、それぞれ

モデル試料を用いて決定した各スルフィ

ド結合を示す。S-IRは加熱時間が長くな

るほどポリスルフィドからジスルフィド

に変化することが判った。これは、140℃

の一定温度下で作製したS-IRの結果と一

致し、硫黄連鎖形成には加硫開始時の昇

温条件はほとんど影響しないことが判っ

た。 
 

top of Sulfur K-XANES spectra of 
S-IR in various heating time. 
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